
２０１１年３月に東日本大震災が原因で東京電力
福島第一原子力発電所事故が起きてからという
もの、日本国民のエネルギーに対する認識が変
わり、再生可能エネルギー（以下、再生エネと
略記）が注目されるようになった。さらに２０１２
年７月には再生エネで起こした電力を電気事業
者が「高水準」の価格で買い取ることを義務付
けた政策「再生可能エネルギー固定価格買取制
度」がスタートし、普及に拍車をかけた。しか
し、再生エネ開発が地域活性化に大きく結びつ
いているかというと、そうではない。２０１５年１
月２４日に別府大学メディアホールで開かれたシ
ンポジウム「明日への力‐再生エネで拓く大分」
（主催・別府大学、協力・大分合同新聞社）で
は、再生エネの自給率が全国トップである「再
生エネ先進県」大分が、どのように地元の自然
資源を生かせば地域の活性化につながるのかに
ついて話し合った。

シンポジウムでは、国際経営学部の阿部博光
教授が基調講演を行ったあと、同学部４年の劉
蕎（リュウキョウ）さんと、許寅奮（キョイン
フン）さんが研究発表報告を行った。２人は大
分県で進んだメガソーラー開発が県外資本に
よって進められた点に触れ、「地域への恩恵が
薄い」ことなどに疑問を提示し、その解決策の
ヒントになるとして宮崎市での地元企業による
メガソーラー開発、秋田県の地域主体をもとに
した大型風力発電施設開発などの事例を挙げ
た。また別府の豊富な温泉エネルギーについて
も、発電から料理、観光、温室栽培など多面的
な有効熱利用に使っていくべきだと提案した。
司会は国際経営学部１年、佐藤萌美さん。

以下、基調講演の要旨とシンポジウムでの学
生発表、パネルディスカッションの詳細であ
る。
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〔再生可能エネルギー開発で地域活性化〕

シンポジウム「明日への力―再生エネで拓く大分」
別府大学で学生と市民が議論を展開
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〔基調講演〕

新段階に入った再生エネ開発
―「大分県モデル」の確立に向けて―

国際経営学部 教授 阿 部 博 光

（要旨）
再生可能エネルギー開発が普及するきっかけ

は２０１１年３月１１日の東日本大震災を受けて起き
た東京電力福島第一原発事故だった。さらに
２０１２年に再生可能エネルギー固定価格買取制度
がスタートしたことで普及が加速した。固定価
格買取制度が既に導入されていたドイツではこ
れをもとに再生可能エネルギー普及が大きく進
んだことでわかるように、この制度は有力な政
策になりうる。

このような中、大分県の再生可能エネルギー
の自給率が日本第一位、供給量ベースでは第二
位であることに注目すべきである。すなわち、
大分県は「再生可能エネルギー先進県」。供給
量のうち４７．９％を地熱発電、２１．５％を地熱利用
（浴用、暖房、温室栽培など）が占めるなど大
分県は地熱が主力であることがわかる。そもそ
も大分県は２００３年に大分県エコエネルギー導入
促進条例を施行するなど再生可能エネルギー普
及に力を入れていた県でもある。

ところで再生可能エネルギー普及が注目され
る理由は何なのか。安全、地球環境に優しい、
純国産のエネルギーであるなどメリットは多い
が、これからは再生可能エネルギー開発が地域
社会に及ぼす効果に期待したい。森林面積の比
率が全国平均よりも多い大分県は、雇用創出効
果が大きいバイオマスエネルギーの導入が農山
村の活性化に結びつく可能性が高い。

日本では固定価格買取制度の導入によって太
陽光発電の開発が急ピッチで進み、これが系統
連系の面で問題となり、再生可能エネルギー全
体の普及に影響を及ぼす懸念も生じている。制
度設計の甘さや電力設備の貧弱さを露呈した形
だが、ドイツでも同じような「試練」を乗り越
えて現在に至っている。必要なのは前に進むこ
とだろう。

さらにドイツで見習うべきことは再生可能エ
ネルギー開発が市民や地域社会が主体になって
行われていることだ。昨年夏、糸永記者と先進
地であるドイツ、オーストリア両国を取材に
行った。例えばドイツのグロスバールドルフ村
は人口９５０人、エネルギー自給率は電気４８０％、
熱９０％であるが、地域住民らが参加する協同組
合方式が特長であり、またコンサルタンティン
グ会社が牽引役を務めている。これによって地
域には結束や自立意識が芽生えた。電気代の削
減、副収入の増加、地場産業の繁栄など住民ら
の経済的事情も改善した。

もう一つの訪問地はオーストリアのギュッシ
ング（人口約４０００人）。この町はハンガリーと
国境を接していることから冷戦時代は危険な辺
境地として見向きもされなかった。特段の産業
もなく貧困にあえぐ町を何とかしようと住民ら
が知恵を絞った結果、域外に流出している多く
の化石エネルギー代（年間９億円相当）を域内
で循環させれば町が潤うのではないかという発
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〔学生研究発表〕

再生可能エネルギーは地域に根ざすのか
国際経営学部 ４年 劉蕎・許寅奮

想が生まれた。すなわち、有り余る森林資源を
生かしてエネルギーの自給自足を目指すという
ものである。この結果、エネルギー自給率は
７２％、エネルギー収支は年間約２０億円相当の黒
字になった。バイオマスエネルギー開発によっ
て安価な地域暖房が可能となり、これが多くの
企業の誘致につながった。税収は拡大、文化施
設や教育機関、ショッピングセンターなども建
設されて若者を中心に市民の意識に前向きな変
化が見られた。ここに「ギュッシング・モデル」
が生まれ、年間４万人の視察者が訪れるように
もなった。

さて「大分県モデル」は確立できるのか。先
に、九州電力八丁原（地熱）発電所を訪れる見

学者を対象にアンケートを行った結果、見学者
が地元（九重町）に落とす金が年間５億年に達
するという試算を出すことができた。このよう
に再生可能エネルギーが観光・環境教育に役立
つといった付加価値も目立ち始めている。国や
県などによる政策的な後押しはもちろん必要で
ある。しかしドイツやオーストリアのように普
及を推進させるのは「地域力」である。再生可
能エネルギー開発には地域の社会活動に参加す
る喜び、地球環境改善に貢献する喜び、そして
自然の恩恵を受ける喜びなどを引き出す力も秘
めている。このような「地域力」の根底にある
ものをうまく引き出してこそ「大分県モデル」
は確立するのではないか。

皆さん、こんにちは。本日は研究発表の機会
をいただきありがとうございます。私たちは
「再生可能エネルギーは地域社会に根付くの
か」をテーマに発表したいと思います。発表者
は国際経営学部４年、劉蕎（リュウキョウ）と、
許寅奮（キョインフン）です。２人とも「阿部
ゼミ」で再生可能エネルギーについて研究を続
け、先日、これに関する卒業論文も提出しまし
た。本日はよろしくお願いします。全体の目次
は、①メガソーラー見学で感じたこと②地域に
密着した開発とは③泉都・別府と温泉エネル
ギー④温泉エネルギーの多面的利用⑤別府は地
熱発電発祥の地だった⑥私たちの提言―となり
ます。

〈劉蕎さん発表〉
昨年夏、別府大学国際セミナーの一環とし

て、日本を訪問した台湾人学生が、別府大学の
学生といっしょに、大分市臨海工業地帯にある
メガソーラー施設に見学に行く機会がありまし
た。

メガソーラーは丸紅が開発したもので、日本
一の規模です。その際、丸紅の社員の方に案内
していただきましたが、私とキョインフンさん
は、丸紅の方の説明を台湾人学生のために通訳
を務めました。丸紅が開発したメガソーラー施
設は「大分ソーラーパワー」といいます。日本
一の規模だけあって、かなりの大きさでした。
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具体的には、広さは１０５ヘクタールあります。
タタミ１畳分の大きさのパネルが３４万枚。東京
ドームだと２２個分、北京の天安門広場だと２．４
個分に相当します。出力は８２０００キロワットで
す。年間の発電量は、８７００万キロワットアワー
にもなります。また、売電収入は年間３５億円に
達するとのことです。発電量が年間８７００万キロ
ワットアワーというのは、３万世帯分の電力供
給量に相当し、ひいてはエネルギー自給率の向
上に役立ちます。またこれは、地球温暖化の原
因となる二酸化炭素を年間３５０００トン削減する
ことを意味します。よって、ガソリン１４８８万
リットルの使用を抑制する効果もあるのです。
すなわち、大分ソーラーパワーは、日本のエネ
ルギー自給率の向上や、地球温暖化の悪化防止
に大きく貢献していることになります。

しかし、その一方で、ある疑問も生じてきま
した。つまり、年間の売電収入は３５億円に達す
るとのことですが、そのお金は、県外に出て
いってしまう点です。それと、施設の建設工事
の間は地元の企業も建設に関わるなどして、利
益を得ていたかもしれませんが、いったん完成
してしまえば、ほとんど管理が必要ないため、
メガソーラー施設が、地域社会とは無縁になっ
てしまうのではないかという点です。

すなわち、メガソーラー開発は地域社会に利
益をもたらすのか？地元企業に恩恵をもたらす
のか？そして地域の雇用は維持されるのか？と
いう疑問でした。確かに、大手企業による再生
可能エネルギー開発はエネルギー問題、環境問
題の改善に大きな成果をもたらすと思います。
しかし、地域社会の活性化という観点からすれ
ば、地元に利益をもたらす機会は少なくなると
いった問題が生じるのではないでしょうかすな
わち、再生可能エネルギー開発は地域にある自
然を活用するのだから、開発が地域への利益も
十分にもたらさなければならないと考えます。

〈許寅奮さん発表〉
そこで、地域に密着した開発事例を２つ紹介

したいと思います。
最初は、宮崎市内にある広原太陽光発電所で

す。広原太陽光発電所は地域密着型にこだわっ
た施設です。すなわち、宮崎県内の中小企業９
社で結成したサングリーン・エコ事業協同組合
が運営しています。そして、ソーラーパネルの
架台には宮崎県内産の「おび杉」を使用してい
ます。宮崎県はソーラーパネルの大手製造会社
ソーラーフロンティアを誘致しましたが、その
工場が製造したパネルを使用しています。さら
には地元の宮崎銀行から１００％の融資を受けて
います。

次に、秋田県の風の王国プロジェクトです風
の王国プロジェクトは、沿岸に大型風車を１０００
本建てようというもので、県民参加による運営
を目指しています。写真は合成写真ですが、こ
のようなプロジェクトによって、地域を活性化
させることを目的としています。景観に配慮し
た風車の建設により観光にも利用し、さらには
風車工場を誘致して地元産業の発展を目指す予
定です。

風の王国プロジェクトは３原則を設けまし
た。

すなわち
＊地域の企業・組織・個人がプロジェクトの

１／２以上を所有していること
＊意思決定は地域に基礎を置く組織によって行

われること
＊社会的、経済的利益の１／２以上は地域に分

配されること
が３原則に盛り込まれています。
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次に、泉都・別府に存在する温泉エネルギー
と地域活性化について発表します。別府は湧出
量が日本最大であり、源泉数も約２８５０本と、日
本一多い温泉地でもあります。そして、驚くこ
とに、沸騰しながら温泉水が噴出する場所は
３４８カ所もあるのです。これは全国の数の３分
の１に相当します。そして、その特長をエネル
ギーに利用しようというのが、湯けむり発電で
あり、バイナリー発電なのです。どちらも、一
般的には「温泉発電」と呼ばれています。

そもそも大分は「おんせん県」として有名で
す。別府を訪れる観光客は、温泉エネルギーを
利用して料理体験ができます。また、その他多
くの料理を楽しむことができます。

温泉エネルギーは温室栽培にも利用されま
す。足湯もあります。さらに、地獄など観光施
設もすべて温泉エネルギーによるものなので
す。そして、私たち別府大学の学生は、ゼミや

授業で、このようなエネルギーを肌で感じる機
会を得ることができるのです。

さらに、ここで触れておきたいのは、日本で
初めて地熱発電が稼働したのは別府だったとい
うことです。別府出身の高橋廉一氏と、東京電
力の前身である東京電灯の太刀川平治氏が開発
しました。１９２５年のことでした。世界ではイタ
リア、アメリカに次ぐ快挙だったのです。地熱
発電発祥の地は、鉄輪の天然坊主地獄のそばの
林の中にあります。このような、太刀川平治
（たちかわへいじ）氏が書いた文献も残ってい
ます。これは当時の地熱発電所の見取り図で
す。開発で苦労したこと、タービンやバルブの
具合いなど詳細に記されています。また、当時
は大きく報道もされました。世紀の開発は、日
本中から注目されたのです。

さらには、鉄輪近くにある、大分県所有の温
室には、ゆけむり発電の施設が建設される予定
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〔パネルディスカッション〕

再生エネで拓く大分の明日

であり、温室とともに発電施設も見学もできる
ようにするということです。温泉発電を観光と
環境教育に利用しようという典型的な例だと思
います。

最後に私たちの提言です。図のように、温泉
発電見学施設、地熱発電発祥の地を中心に散策
ルートを通じ、入浴はもちろん、足湯、料理な
ども楽しめる総合開発を行ったらいかがでしょ
うか。もちろんマンゴーなど南国フルーツを温
室栽培したり、温泉ふぐなどを養殖するのも地
域活性化につながると思います。別府を新しい

タイプの「地熱の街」にする。これが環境に配
慮したまちづくりや、地域自立型のエネルギー
システムを確立させ、さらには観光・環境教育
へと発展するのではないでしょうか。そしてこ
のような努力が、地域に根付く再生可能エネル
ギー開発につながると考えます。

ご清聴ありがとうございました。

＜パネリスト＞
阿部 博光（別府大学国際経営学部教授）

時事通信ロンドン特派員などを経て、２００８年から別府大学へ。地熱を中心に再生エネ生全般を研究
よしのり

甲斐 美徳（ひた市民環境会議エネルギー部会長）
日田市で長年、再生エネの普及拡大や省エネ推進に向けた啓発活動に従事

糸永健太郎（大分合同新聞社報道部記者）
１９９５年入社。昨年、再生エネをテーマにした年間企画「明日への力～おおいた発再生エネ」を担当

司会：
最後のプログラムのパネルディスカッション

を始めます。パネリストは別府大学国際経営学

部の阿部博光教授。日田市のひた市民環境会議
エネルギー部会の会長、甲斐美徳さん。大分合
同新聞社報道部の糸永健太郎記者の３人で、
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テーマは「再生エネで拓く大分の明日」です。
よろしくお願いします。
阿部：

それでは、パネルディスカッションに入りた
いと思います。私の基調講演と、あと、学生発
表を受けた形でいろんな議論ができればと思い
ます。途中会場の皆さんにもご質問・ご意見を
承りたいと思います。よろしくお願いします。
それでは最初に、今日のパネリスト、糸永記者
と甲斐さん２人に自己紹介を兼ねながら再生可
能エネルギーへの自分の思い入れと言います
か、どういう風にお考えなのかを、自己紹介を
兼ねて簡単にお聞かせください。
糸永：

みなさんこんにちは。大分合同新聞の報道部
の記者の糸永と申します。去年の１年間、再生
可能エネルギーをテーマにした年間企画の「明
日への力」という取材をしました。再生エネと
の関わりについては、３．１１以降ずっと担当して
いまして、通算４年ぐらいになります。特に昨
年１年間はドップリつかって取材しました。そ
れで今日、この場にいるわけです。去年取材さ
せていただいた方の顔も何人か見られます。こ
の場を借りてお礼を申し上げます。ありがとう
ございました。

私は会社に入って２０年近くになりますが、そ
の間ずっと大分県をどうしたら元気にできるか
ということを考えながら取材をしてきました。
何度も何度も取材をして、地域に入って過疎高
齢化などの問題に向き合ってきたんですけど、
１０年前と比べたら今の方がよくなっているかと
いうとそれは疑問です。どうしたらいいんだろ
うというような自問自答を続けながらこれまで
取材をしてきました。そうした中で最近、地域
資源、自分たちの足元に眠る資源をうまく生か
して、その地域の明日を切り拓いていく、そう
いう動きが出てきていると思います。そのなか
で、再生エネというのは、私が思うに超有望株
なんじゃないかなと思っています。

ある研究者の先生がこんなことを言っていま
した。「人口や企業の数や所得などの指標でみ
ると、必ず都会が上に来て地方は下に来る。と
ころが再生エネに限ってみると地方が圧倒的に
上に来るんだ」と。地方は持っているんだとい
うことですね。特に再生エネというのは、世界
的にも注目を集めている世界の潮流の資源であ
る。それをいかさない手はない。せっかくの資
源をもっている地方が、それをぜひ生かしてい
くことで、大分県の明日が拓けるんじゃない
か。そういう思いを強くしています。具体的に

はどんなことがあったかというのは、このあと
報告させていただきます。

甲斐：
みなさんこんにちは。日田市からやって参り

ました、ひた市民環境会議のエネルギー部会の
部会長を務めております甲斐と申します。今日
はよろしくお願いします。ひた市民環境会議と
いいますのは、日田市が環境システムで日本一
を目指そうということです。２００１年に誕生しま
した。その中の月一回の部会の中でエネルギー
部会を盛り上げてきました。

エネルギー問題ですが１９８６年、私２４歳だった
のですが、旧ソビエトでチェルノブイリ原発事
故というのがありました。私もそれまで自分の
教育環境が危ないとか悪いものだとか特には
思っていなかったんですが、やはりあの事故の
被害の有様です。特に原発を作るなかで何の罪
もない子どもなど、深いところにまで影響が
あったという話を聞いて、やはりそういったも
のに代わる安全な未来、安全なエネルギーとい
うものをいろいろと発掘していきたいという思
いを持ちました。

それと同じ時期に、いわゆる地球温暖化など
と盛んに言われだして９２年には地球サミットが
開かれるようになりました。やはり化石燃料は
削減していかないといけない。そうなると残る
選択肢は、いわゆる再生可能エネルギーしかな
いだろうということで、自分でいろんなところ
に行ったりしました。
阿部：

どうもありがとうございました。簡単に思い
入れなどを語っていただいたわけですが、まだ
このお２人がどのような人物か、どのような取
組を行っているのかというのを再度掘り下げる
意味でそれぞれのパネリストお２人に、自分た
ちが最近までやってきた取組状況について
ちょっと紹介していただきたいと思います。大
体１人１０分くらいで、お願いします。
糸永：
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はい。大分合同新聞の糸永です。お手元に、
去年私が取材した年間企画の抜粋版をお配りし
ています。全部で８章連載したんですが、その
うち３章分を収めています。今から報告する内
容は、その中に含まれています。詳しく書いて
いるので後ほど目を通していただけると幸いで
す。この３章分は、私が取材した中でも特に印
象に残った内容でして、再生可能エネルギーが
全国トップクラスの大分県の中でも進んだ取組
だなという内容で、その中から２つをこれから
報告させていただきます。

まず、先ほど阿部先生の話にもありました
が、大分県は森林資源が豊かということです。
特に日田市です。日田市のバイオマス発電の挑
戦について、ご承知の通り、日田市は林業産地
ですが、林業は今大変苦しい状況にあるという
ことです。安い外国産の木材が枯れて林業が低
迷しています。林業が低迷すると、山から木を
切り出さなかったりどんどん山も荒れていきま
す。そういった林業の状況を何とかしたいとい
うことで、（この下の写真にあります）諫山さ
んという方が、バイオマス発電所を作ってそれ
を打開しようと計画されました。この方は、た
だ単に売電をして利益を上げようということが
目的ではなく、森を、林業を再生しようという
のが１番の目的でした。そこで、その発電所で
使う燃料源ですが、山に放置されている放置残
材というもの。（すなわち）木を切った後の根っ
この部分や先っぽの細い部分などはお金になら
ないので山に捨てられています。山に捨てられ
ていると、それが邪魔になって次に木を植える
ときに植えにくい。それでコストがかかるとい
うことになります。山もまたどんどん荒れてい
くと、そういう悪循環になるんです。そういう
ものを燃料にして、発電をするようになったこ
とで山もきれいになり、それが売れるように
なったことで山の資産の所得が増えるように
なったということです。

この発電所はまだできて１年あまりですが、

今順調に進んでいまして、山が変化し始めたと
いう状況です。それだけじゃありません。山か
ら今まで使っていなかった残材というものが売
り出されるようになる。新しく運送業という仕
事が増える。残材ビジネスみたいなことをして
いく。１年間で６万本、かなりの量の木が更に
切り出されるようになり、運送業者の仕事が増
えた。そして、（向かって左）そうした雇用の
拡大ということで発電所も、天瀬町にあるんで
すが、この天瀬町に新たに２５人の雇用が生まれ
ました。さらに、木材を燃やすと大量の熱が出
る。電気よりも熱をいかに利用するかというの
がバイオマスの課題となりました。この発電所
の隣に農業用のハウスを作ろうという動きが
あって、これはサンプルの写真なんですが、こ
のようなハウスを作ってトマトを作ろうという
話です。なかなか冬場の寒いところで、冬場の
農業の活かし方なんですが、そういう熱を使う
ことで農業も出来るようになる。農業が出来る
ようになると地域も潤っていくということで、
林業だけではなく農業も活性化が進んでいく。
さらに、林業の町なんですが、なかなか、自分
の子どもたちに林業を継がせようか、というと
こまでいかないわけです。そうした中で、木材
に新しい価値があるんだよ、ということを左に
いる森山社長が子どもたちに教えている。これ
までは、木を切って家を建てたりとか、いろん
なものに使い方があったんですが、エネルギー
という使い方もあると。しかもそのエネルギー
を使えば、地球温暖化防止に貢献できたり、そ
ういう多様な新しい価値が生まれているという
ことを子どもたちに教えることで、産業を、凄
さを知ってもらう。単に発電所を作るというこ
とがこのような多様な効果を生み出している。
これはもう再生可能エネルギーの凄いところだ
なという風に考えました。

次に、大分県にたくさんある温泉地を再生し
ようという取組です。九重に宝泉寺温泉という
ところがあります。ここは隣に湯布院があって
反対側に黒川温泉があって、そこに挟まれる形
でつまり、お客さんがなかなか来てくれなくて
厳しい、という状況にあります。加えて、小さ
な温泉街なんですが、それに対して源泉をたく
さん掘っているため、なかなか温泉が出にくく
なったり温度が低かったりと、それぞれの宿が
悩みを持っていたわけです。このままでは地域
の宝である温泉が枯渇してしまうのではない
か、という問題意識をもちました。じゃあどう
するか、ということになり力を合わせたわけで
す。温泉資源と、その有効活用をほぼ両立しよ
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うじゃないか、と８つの宿が力を合わせて新し
い源泉を掘ることにしました。今までは、それ
ぞれの宿がそれぞれに源泉を掘っていたんです
が、それを一緒に掘って管理しながら使うこと
で資源を守っていこうということです。そし
て、温泉熱発電をしてそれで得た売電収入を、
温泉地の活性化の材料にしていこう。そういう
取組が、今始まったばかりですが進んでいま
す。この宝泉寺温泉が抱える課題というのは、
日本の温泉地の多くが抱える共通の課題なので
はないかと思います。今年の６月に、ここはか
け流しの温泉を売りにしているんですが「全国
かけ流し温泉サミット」というのが宝泉寺を舞
台にしてあります。その機会にぜひこういう取
組を全国に発信していきたいと考えています。
ぜひとも資源を有効に保護しながら、これまで
以上に取組が進んでいけば、しかもそれが大分
県から発信していけば「再生可能エネルギー先
進県、大分県」まさにそれを象徴するような話
になるのではないかなと考えています。

以上、２つの事例紹介にて取材報告とさせて
いただきます。
阿部：

どうもありがとうございました。それでは甲
斐さん、取組状況など紹介していただきます。
甲斐：

はい、お手元のペーパーで、「ひた市民環境
会議エネルギー部会とは？」というペーパーと
「各部代表の取組」。今日は再生可能エネル
ギーがテーマです。日田市は、非常にいろんな
種類の自然エネルギーの利用施設が出来まし
た。そういうのが出来るたびに市報などで一般
市民の方から参加者を募って見学会をやってい
ます。これがさっきお話があったバイオマス資
源化センターというものですが、この写ってい
る担当者の長瀬さんという人と一緒にドイツま
で視察に行って、作ったのがこれだったので
す。今後の日田市の自然エネルギーの町として
の流れを作ったなと今にして思います。

それからこれが日田に最初にできた「木質バ

イオマス自然パワー」という、建築廃材などで
廃棄物系の木質とかを燃料にしている装置で
す。今まではこういったものは燃やされていた
のですが、それがこのようにエネルギーとして
利用されるようになりました。

これは日田浄化センターの下水で処理した水
を川に流す小水力発電施設まで出来ています。
あと消化ガスですね。マイクロガスタービンと
いわれるものです。浄化センターには他にも２０
kw の太陽光発電もありますし、今度は小型風
力発電に向けてという話もあったりと、日田の
再生可能エネルギーは日本一みたいなことに
なっています。それから自然エネルギーに対す
る理解を深めていただくために、いろんな講演
会とかシンポジウムの開催ですね。これは浄水
場でのシンポジウム。農業用水を利用した小水
力発電の可能性についてです。これはバイオマ
スの講演会。京都でそういった研究活動をやっ
ている松田さんという女性の方が主にやられま
した。これは阿部先生ですね。ちょうどこのこ
ろ、『大分発、自然エネルギー最前線』という
本をお書きになられて、その内容の講演でし
た。それからこれは風力発電の研究をされてい
る足利工業大学の牛山泉さんです。実はこれら
はインターネットで見られますので、みなさん
の家のパソコンで「エネルギー部会広報室エネ
ナビ」と検索しますと出てまいりますので、暇
があるときには読んでやってください。バック
ナンバーも全部見られるようになっています。

それから、日田市にいろんな自然エネルギー
が出来たということで、これを１枚の地図にま
とめてみました。表もまだいくらか残りがあり
ます。日田については、およそ日本で導入され
ている自然エネルギーの中でないものは地熱発
電くらいなものです。それから、今いろんな再
生エネルギーを実際に利用してもらう経験活動
というものもやっていまして、特に小水力とな
らんで力を入れているものに「木質バイオマス」
というのがあります。まずは公共機関に入れて
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もらおうということで、小中学校にペレットス
トーブを入れましょうということになりまし
た。いろんな調査をやって日田市長にも聞い
て、実際にそれが採用された形ですね。

阿部：
どうもありがとうございました。お２人のお

話を伺って、どちらもまず「熱利用」という言
葉が出てきましたが、やはり熱利用というのは
これから非常に大事なものになってくるのかな
という気がしております。というのは、たとえ
ば電気を起こすにしてもエネルギーが１００％あ
ります。それで電気を起こすとエネルギーはそ
の中の４０％しか使われません。残りの６０％はな
にかといったら熱でして、それは空気中に逃げ
てしまう。だから、１００％のエネルギーが４０％
しか電気に使われなくて６０％は捨てているん
だ、という状況です。そういったものに IH 調
理器などがありますが、要は電気で調理する。
電気を熱に変えて、調理する。つまり、あんま
り個人的には無駄なことであって、最初から熱
を使ってやればいい。

糸永記者と甲斐さんの中にもありましたし、
私の基調講演でも言いましたけど、バイオマス
ですね。バイオマスは本当に熱利用をしやすい
エネルギーでもある。大分県にはそれが豊富、
ということでもありますし、そこをもっと突っ
込んで大分県はやってもいいんではないかとい
うことも考えております。あと、日田市の取組
を甲斐さんから紹介していただきました。やは
り「固定価格買い取り制度」に触れましたが、
例えば市民が行うような、小さな規模の再生エ
ネルギー開発は価格を優遇するとか、学生発表
にもありましたが、大企業が単に利益目的のた
めにやるようなものであれば価格を逆に下げる
というのも手かなと、話を伺って思った次第で
す。

一通りお２人の取組について伺ったんです
が、次にそれをベースにして地域の話、大分県
すなわち地域社会に普及させるためにはどう

いった取組、どういったことをやるべきなのか
という事をそれぞれお考えをお示しいただけれ
ばと思います。
糸永：

大分合同新聞の糸永です。先ほど、学生さん
の発表にもありましたが、私も大分市の臨海工
業地帯にあるメガソーラーの取材をした時に、
凄いのが出来るなと。再生エネの普及にとって
も万々歳だし、地域にとっても凄くいいと思っ
てたんです。それが、だんだん取材を深めてい
くにつれて、あれ？と思ったんですね。地域は
どれくらい潤っているのか取材してみると、日
本一の規模で、そこで働くのは１人か２人で
す。せっかく地元に資源があるのに地元はそれ
で潤ってないと。じゃあどうすればいいんだろ
う、ということにぶつかりました。

それで、先ほど発表したような県内に素晴ら
しい取組というのがあるんですが、先進県大分
と言えども、なかなかヒントになるような事例
というのが見つからなくて。じゃあ再生エネを
活かした地域づくりをしていくと将来どんな地
域の姿が描けるんだろうと、県外や最先端を行
くヨーロッパにも取材に行ってきました。そこ
で取材した内容です。まず、国内で印象に残っ
たのが長野県飯田市というところです。この
前、御嶽山が噴火しましたが、その傍にある市
です。ここは小さな市で、「地域環境権」とい
う権利についての条例を作っています。どんな
ものかというと、地域に眠っている資源、再生
エネというのは地元の住民が優先して使う権利
がある、という考え方です。

ここに松野市長さんという方がいまして、そ
の市長さんは元々日本政策投資銀行の大分事務
所の所長さんをされていて、そこから市長にな
られた方です。この方は固定価格買取り制度が
出来た時にこう思ったそうです。「資金が乏し
い地方にとってはこの制度は非常に不利だ。地
域に不利にならないようにしなければいけな
い」と。それはなぜかというと、やはり地元の
資源というのは自分たちの資源だという事に気
づいてほしいということです。別にこういう条
例を制定したからといって、外部からの開発を
規制する、排除するという事ではなくて、まず
住民の人に気づいてもらって、その住民の人た
ちが「じゃあ自分たちの資源を活かして、地域
づくりに取り組んでいこう」と考えた時に、行
政が全面的にバックアップしますよと。まずは
どんな活用の仕方があるかというアイデアを提
供したり、お金が当然ないわけですから行政が
バックアップすると、行政の信用力でお金も借
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りやすくなったりします。そういう形で住民た
ちの生活が激変するように全力をあげて支援し
ていきますという取組を今進めています。

次に、阿部先生と一緒に、ドイツとオースト
リアを訪ねました。ドイツの事例なんですが、
やはり日本で感じたのは、個人だけ、１人だけ
が潤う取組だとやっかみなどでなかなか進みに
くい。それでやっぱり地域に再生エネを満たす
には、みんなで、地域ぐるみで取組むことが重
要なんじゃないかなという事で、ドイツではそ
れが当たりました。先ほど、阿部先生の講演の
中にもありましたが、人口千人に至らぬ村で
は、太陽光とかバイオマスとか、地元にある再
生エネを活かして村づくりを進めました。その
考え方というのが「村のエネルギーは村のため
に」というものです。村にあるエネルギーは、
村全体のために使うんだという考え方を持って
いて、特定の人だけが潤えばせっかくのいい計
画でもうまくいかない。みんなで潤う仕組みを
作ってあげましょう、ということです。

具体例をあげますと、サッカー場がありまし
た。人口千人の村に立派な芝生のサッカー場が
あり、さすがワールドカップに優勝した国だな
と思ったんですが、そのサッカー場の観客席に
屋根がないので観戦できるように屋根を作ろう
という計画になった時に、でもやっぱりお金が
ない。ではどうするか。屋根を作るときに太陽
光発電を一緒に設置して、その売電収入を返済
額にあてようということになって、村民に出資

してくれませんかということでお金を募り、そ
れで作りました。そうすると、その売電で建設
費は返済して、出資した人には配当金があると
いうことになりました。９００人ちょっとの地域
ですから、とうぜんそのアイデアとかノウハウ
が豊富にあるわけではないので、コンサルタン
ティング会社を自分でつくってこういう資源が
豊かだからこういうことをしたらどうですか。
やるにあたって、こういう方法がいいですよと
いうようにコンサルタンティング会社で全面的
に支援するという取り組みが進んでいます。

この村の取り組みを図解した図ですが、色ん
なバイオマス発電であったり、地域暖房だった
り、太陽光発電だったりとサッカー場と同じよ
うにそれぞれ出資を募って、住民が協同組合を
つくって活用するという。当然税収もあがるし
雇用も増えるし所得も上がる。電気代も自分た
ちで使っている電気を使うんで電気代も減らせ
る。そしてなにより自分たちの資源を自分たち
で議論しながら使うことになったことで、住民
が集まって話しあう機会が増えました。そして
地域の結束が生まれました。そこで、自分たち
の地域をこれからどうしていこうかと。補助金
など行政からのお金に頼るのであって、自分た
ちの再生エネを使えばそういう資金も生まれる
わけですから、じゃあ今度はこの再生エネを
使ってこういう地域づくりをしていこうという
ような効果が出ています。やはり、みんなで考
えるということは非常に重要なことだと考えて
いまして、大分県でも、まだまだここまでやっ
ている事例というのは少ないので、ぜひともこ
ういう事例を参考に地域ぐるみで、みんなが一
緒になって取組んでいければいいなと思ってい
ます。

阿部：
糸永さんどうもありがとうございます。甲斐

さんお願いします。
甲斐：

なかなかこれはというものは私にはないので
すが、とりあえず言えることは、まずは実例を
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作る。一つでも早く成功例をどっかでつくると
いうのが一番大事かなと思っています。実際に
どこかでやっているというのがあれば、みなさ
んそれを見に行って、こんなことができるんだ
と思って、自分もやってみようかとなりますの
で、まずそういったひとつでもふたつでもやれ
ることからやっていくことが一番大事かなと
思っています。

私は何も取り柄がないんですけど一つだけ自
慢できることがありまして、一番初めに太陽光
発電をやったのは私なんです。１９９６年に国の補
助金制度が始まります。ちょうど２年目くらい
です。その頃から原発で作っている国の電気で
したが、なんとか自分の家でつくりたいと思っ
ていて、高くてもいいからそんなものが出てき
たら、買おうと思っていたんです。ちょうど国
の補助が始まった時に、独身貴族で自分の給料
は全部自分で使える立場でしたので、もう労金
さんから早くお金を借りて太陽光発電設備を借
家だったので、ちょっと別のセミナーハウスを
借りて、そこに一応自宅でないと動けないの
で、住民票も移して、昼夜の半分はそこで寝泊
まりしました。太陽光発電を最初に導入して、
そこで太陽光発電セミナーみたいなものをやっ
て、こんなこともできるということを、人を集
めて、色んな講師を呼んで、紹介したりしまし
た。あとの人が続くか期待していくことも大事
かなと。

特に自治体などで付けてもらおうかと思いま
した。まずお金があるってことです。まずは自
治体です。太陽光発電もやはり最初、（今でも）
日田市の小学校や中学校でも屋根に付けたりし
ています。まずは人目につくところ、公共施設
というものが作るということを、人々が目にし
て、こんなこと出来るんだとなりますから、学
校とか公民館とかそういう人が集まるところに
付けて欲しいなと思っています。今は特に、私
に求められているのは木質バイオマスです。ペ
レットストーブも割と、日田市の小中学校で導
入してもらいまして、パトリア日田という、大
分でいうホルトホールみたいなものです。いわ
ゆる日田市の総合文化会館の建て替えがあっ
て、色んな市民の意見を募るということをやっ
たんです。そのときに、ぜひ湯だきのボイラー
になったときにペレットボイラーを入れましょ
うと、色んな声や大分資料を集めて、そういう
提言を出しました。ずいぶん真剣に検討はして
いただいたんですが、やはり限られている中で
導入コストもかかりますので、残念ながら予算
の関係で、それは実現できなかったんですけ

ど。その頃はバイオマスエネルギーに対する認
知度というのは１０年前ですから、今ほどではな
かったと思うんですが、（今度は）大分県が作っ
た県立美術館は、木質チップボイラーが入って
ますよね。入ったらぜひそれもまた見学に行か
せていただきたいと思っていますけど、誰もが
行けるような、大きな公共施設にそういう先進
的なエネルギーシステムが入るというのは、も
のすごく大事だと思っています。やはりそう
いったことを色んな行政機関、自治体に取り組
んでいただくことがまずは大事かなと。そう
やってそれを別の担当が見に来て、そこが出来
るならうちもできるなという話でどんどん広
がっていく。まず最初に頑張って動いて入れる
人と、それから私みたいにそれを面白がって見
に行ったりして宣伝して広げて回る人と、それ
を見てじゃあおれもやってみようかと、あとに
続く人、フォロワーさんですね。それがまた次
のフォロワーを生むみたいな、そういう関係が
どんどん広がっていくことが一番大事なプロセ
スかなと思っています。
阿部：

どうもありがとうございました。今の話にも
ありましたが、やはりパイオニア的存在といい
ますか、誰かが最初にやらなければいけないと
いうのは、再生可能エネルギーに限ったことで
はありませんが、それを人目のつくところにつ
けるとか、色々な工夫が決まって、普及につな
げていくということが、いかに必要かというこ
とです。別府でも温泉発電がこれに該当するの
かなと思います。つまり地熱発電というのは昔
からあったんですが、温泉発電というのはここ
２、３年の動きです。温泉、つまり９割方無駄
に捨てているお湯を利用しようじゃないかとい
う発想から、じゃあ温泉のその熱を発電に使お
う。そういうことなんですが、まさにそれも実
例がありません。例えば、鉄輪の方にアンケー
トをとったときもそうだったんですが、この温
泉発電装置は本当に固定価格買取制度の有効期
間である１５年ももつのか。鉄輪などでは硫化水
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素の蒸気にやられて、いわゆる機械は２年か３
年で腐食してしまったり壊れてしまうことが多
いそうです。そういう懸念もありまして、温泉
発電という実例がまだない、だから上手くス
ムーズに普及しないということもあります。そ
ういったパイオニア的存在の方が思い切って踏
み込んでやっていくというのは、未だに地域の
リーダーというものにも関わってきますけど、
必要になっていくと思います。今日もバイナ
リー発電を実際やられて、稼働させている方も
出席されておりまして、色んな方がこの場で興
味を示されているんだなというのを実感してお
りますが、まさにそれぞれの方も、そういった
パイオニア的存在というよりは、何か自分でで
きないかなということを思いながら来ていただ
いたんじゃないかなと思っております。

それでは、会場の方からご質問・ご意見など
承りたいと思います。もし、ありましたら手元
のボタンを押してください。
別府市在住男性：

固定価格買取制度で、私ものすごく国の政策
に一貫性がないなという気がしています。それ
と、いつも思うんですけど温泉熱を発電とかい
う前に、あれを全過程は無理にしても、なんか
もっと有効利用してもらえればと思います。ま
た温泉などの自然は全員が平等に共同利用する
ということが正しいかなと思っています。そう
いう意味で、温泉を共同で利用できるような、
そういう制度というのは、非常に難しいかもし
れませんが、私は別府市の重要な課題のひとつ
ではないかという気がします。それと蒸気で
す。蒸気はやはりバーッと吹きあがって、その
まま使ってない蒸気がたくさんある。これを活
かして発電に使ったら、相当別府はエネルギー
の利用ができるんじゃないかなという気がして
います。やっぱり自然エネルギーを有効に活か
して、別府に住んでよかったなあと、そして別
府に退職後みんなくるような、そんな福祉と自
然と温泉に恵まれた別府の町にしていくことが
ものすごく私はいいことではないかなと思って
今日参加したわけです。
阿部：

どうもありがとうございました。お答えにつ
いて、甲斐さんから。
甲斐：

今のお話ですね。わたしも地熱とかバイオマ
スには、まず発電よりまず熱量だと思っていま
す。発電というのは１５０度以上ですよね。でな
いと使えないし、バイナリー発電も１００度以上
ないとダメ。１００度以下の温泉を、ただかけ流

してばかりではほんとうにもったいないと思っ
ています。やはり暖房とか、健康関連とかに熱
を利用するのはものすごく大事なことだと思い
ます。日田市に天ケ瀬温泉というところがあっ
て、そこも非常に熱の源泉の温度が高いところ
で、そういった熱システムを取り入れているホ
テルもいくつかあります。一番効率よくやって
いるホテルへ私も見に行ったんですけど、あそ
こは普通の水が出てくるときでも６０度のお湯が
出てきて、それで各部屋の厨房とか各部屋の風
呂のお湯を賄って、ストーブとか床暖房とか全
部やっています。ああいうのは他県のどこの温
泉地でもやろうと思えば、できるはずなので、
まずは温泉地・旅館・ホテルがみんなそういっ
たシステムを入れれば、相当な二酸化炭素の削
減につながるような気がしています。
阿部：

糸永記者、ご意見ありますか？
糸永：

本当におっしゃる通りだと思います。今、大
分県が「おんせん県おおいた」というふうに売
り出していますけれど、ただ単に観光でです。
温泉を売り出すだけでなく、そこまで発展した
温泉の活用の仕方ができてこそ、はじめて「お
んせん県」なのかなと思っています。このただ
単に入るだけでなくて、多様な温泉の使い方、
温泉資源の使い方というのを実際にやって、そ
れを全国に発信していくとか、それがまた観光
資源になって、それを見に来る人がいる。まさ
におっしゃる通りで、それでこそ「おんせん県
おおいた」なのかな、泉都別府なのかなってい
うふうに思いました。
阿部：

では私から一言。学生の発表で、別府ビジネ
スモデルという表が出たと思います。ああいう
形で温泉というのを熱にも使うし、発電にも使
うし、観光にも使うし、その他日常の生活、料
理にも使うし、そういう本当に色んな使い道が
あると思います。それを、知恵をしぼって上手
く利用していくのが理想ではあると思います。
ただ、なかなかコスト的にも、あとすべてを網
羅できる場所があるのかとか、そういった課題
が出てくると思います。それをわれわれ住民サ
イドでも、色々提案していくのが手ではないか
と思います。

それでは、他にご質問がある方。いらっしゃ
いますか？ご意見でもかまいません。どうぞ。
秦野（国際経営学部２年）：

学生の研究発表のほうでちょっと気になった
点が一点ございました。大分のメガソーラーを
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県外の企業が運営しているということで、売電
収入が県外に行ってしまうというお話があった
と思いますが、地域収入、県内の企業等々を持
ち上げられるような、そういうお金の循環にな
るようなシステムというのを作るためにはどう
したらいいのか、ご意見をお伺いしたいんです
が、よろしいでしょうか？

阿部：
それでは私から。３５億円の売電収入が年間あ

ありますが、それは丸紅が造ったわけですか
ら、東京に持って行ってしまうことになりま
す。それはそれで、学生発表でも触れていまし
たが、色んな地域貢献、地球環境への貢献とか
色んな貢献はしています。そこで考えられるの
は、やはり風の王国プロジェクトでも話が出ま
したが、例えば半分の出資は地元・地域の企業
にやってもらう、地元の市民に募ってやっても
らうなどして、あとは丸紅の施設もそうでした
が、いわゆる地元の小学校・中学校に見学に来
てもらう。つまり、社会見学しやすい環境を整
える、展望台を整える。あそこも展望台はあり
ましたが、そういう展望台を整えたり、もっと
いえば八丁原発電所みたいに展示館を作ったり
とか、そういうので地域との関係をつくったり
するのも手かもしれないと思います。

あと何かありますか。どうぞ。
中津市在住男性：

中津から来ました。原発を後の世代に残さな
いということで、再生可能エネルギーをなんと
か取り入れていくようにしたいという思いがあ
ります。経済的にシステムがどうのこうのって
いうのは別府のような資源があるところは、そ
れについて訴えていけばいいのかもしれませ
ん。しかしわれわれ中津の所にはそういうこと
は思いあたらないものです。要はもう原発に頼
らないエネルギー制度、固定価格買取制度は非
常に大事なものなのにいろんな形で不備があっ
たとか何とかいいますが、責任もっていかな
きゃならんという風に、マスメディアはそうい

うものに対して責任を追及しているのだろうか
と思います。４月以降、原発再稼働を一緒に
やっていこうという構想があるようですけど、
私たちはそういうものを意識しないで再生可能
エネルギーの良さということだけで進めていっ
ても、本気で市民や国民が一緒にやっていこう
という思いになれないんじゃないかと思いま
す。われわれはやはり再生可能エネルギーにな
んとか活路を見出したいわけですから、そこ
を、考えてやっていかなければいけないんじゃ
ないかなと、つくづく感じました。
糸永：

今、再生可能エネルギーがすごく普及してい
るわけなんですが、原点をもう一度思い直した
方がいいのかなと思います。３．１１があって、原
発って非常に危険なものなんだと。再生可能エ
ネルギーにシフトしていかなければならないと
いうことがあって、今日があると思うんです。
それでここにきて壁にぶち当たったと。儲から
ないからちょっと再エネ終わったみたいな雰囲
気があるかもしれないんですが、やっぱりこう
やって原点に立ち返って、原発、原子力とか化
石燃料に代わりうる再生エネが新しいエネル
ギーなんだ、だから普及させていかなければい
けないんだと、あの時ほとんどの国民が思った
はずで、壁にぶち当たったからこそもう一度一
人ひとりが原点に立ち返るべきだと思います。
中津在住男性：

もうひとつ。例えば衛星が発達して詳細な気
象データが入ってくるはずなんですよ。太陽光
にしても不安定なエネルギーというそんな言い
訳はきかないと思います。こんな科学が発達し
た時代に。やっぱり日本の今の科学のレベルか
らすれば、まだ克服できる問題があるんじゃな
いかと思います。
阿部：

おっしゃる通りで、確かに今はもう雨雲が１
時間後にやってくるとか分かる時代になってい
るんですから、そういう気象の変化もさらに把
握できるわけで、それによって発電の構成もで
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きます。そういうものをこれからはうまく利用
して、再生可能エネルギー比率を上げていけた
らと思います。それと先ほどの補足になります
が、原発ゼロは実現できるのか、再生可能エネ
ルギーでやっていけるのかとよく議論になるん
ですが、私個人はゼロは可能だと思います。そ
れは２つのプランによってやっていくことにな
ります。１つは再生可能エネルギーをどんどん
普及させていく、段階的に普及させていく。も
う１つが省エネと技術革新。つまり、家電製品
もいわゆる節電を意識して開発されています。
そういったものと並行してどんどん工場とか事
務所とか全てにおいて省エネを取り入れていけ
ば有効です。先ほど言いました熱ももちろん利
用して、エネルギーに使う。そういうことを全
部組み合わせていけば、原発がなくてもやって
いけるのかなということは思います。

最後になりますが一言ずつ今日の感想プラ
ス、『大分県の明日』というテーマですので、
大分県がこうなればいいねという何か、一言
言っていただければと思います。それでは甲斐
さんから。
甲斐：

私日田で暮らしているので、なかなか大分県
にでたらめなことは言えませんが、地域活性化
ということに照らして言えば、阿部先生がおっ
しゃっていたいわゆる再生可能エネルギーの多
目的な活用、観光と環境教育の方に注目すると
いうのが重要です。バイオマスの森山社長が、
「とにかくあそこは視察がたくさん来るけん」
と言って、視察に来られたお客様に必ず「今日

はお昼どこで食べられましたか」「今日はどこ
に泊まりますか」と聞かれて、だいたいみなさ
んそれが日田じゃないんですね。（今日）泊り
は別府か湯布院とかだったり黒川だったりする
わけですね。ぜひ日田に泊まってくださいと、
話をされるわけです。これだけたくさん来る視
察のお客さんを、観光客としてとらえて少しで
もお土産を買って貰う、泊まっていただくとか
です。そうやって地元にお金を落としていただ
くようにすれば、やっぱり地域経済が潤うわけ
ですから。

日田市の観光協会でもそういった取組を始め
て、まだ十分な成果をあげていませんけれど
も、今非常にエコブームといわれています。ぜ
ひそういう方々に日田にはこれだけの自然エネ
ルギーがあるということを見ていただいて、な
おかつ日田の観光施設の魅力にも触れていただ
きたいと思います。そういった取組を日田市で
やっていけたらと考えています。
糸永：

ドイツは２０５０年に電力の８０％を再生可能エネ
ルギーで賄おうという壮大な目標を立てていま
す。アメリカが月面着陸を計画したような壮大
な計画だと言われているのですが、それくらい
の壮大な目標に対して、さっき取り上げた９５０
人側の人からすればそれはやるべきだと。自分
たちが再生エネルギーを活用してその可能性を
肌で感じているからだということがひとつある
と思います。それと凄く印象に残ったのが、再
生可能エネルギーを安全性とか温暖化防止とい
うだけでなく、ドイツも日本と同じで少子高齢
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化が進んでいて、これから先どんどん経済が縮
小していく。こういった中で、今の豊かさをど
う維持するか、成長する再生可能エネルギーに
自分たちが積極的に、チャレンジしていくとい
うこと。今の豊かさを維持するためにはやっぱ
り再生エネが必要なんだと、すごく現実的な視
点をさっきの田舎の人たちが言ってたんです。
これは日本にも同じことが言えて、今日若い学
生さんたちがたくさんきていますけど、みなさ
んが生きるこれからの時代というのは、今より
もずっと少子高齢化が進むだろうし、日本の人
口が減ってきて経済的にも厳しくなるかもしれ
ない。じゃあそういう時に、どうやって自分た
ちの未来を切り拓いていくか。そこでそこに、
再生可能エネルギーというものがあるという事
を考えた時に、原発の再稼働とか、化石燃料に
かけるお金が増えていくという目の前の問題と
いうのもありますが、２０年後３０年後自分たちが
生きる時代に、どんなエネルギーを使っている
のがいいのかというのを１人１人真剣に考えて
欲しいなと思います。ただ単に、目先だけでな
くてずっと先を見据えて、どういう選択がいい
のか、というところで考えて欲しいなと思って
います。

それと、もう１点、これは再生可能エネル
ギーと関係なく私が新聞社にいる関係で、最近
若者の新聞離れというのが深刻になっておりま
して、みなさん多分インターネットで情報を収
集されていると思うんですけど、私もそうで
す。すごく便利で、グローバルな情報が一瞬に
して手に入ってとても便利だと思います。一方
で、みなさんが暮らしている地域というのもす
ごく大事で、例えば大分合同新聞でいうと、今
日取り上げた再生可能エネルギーというのが、
地域活性化にどうやって貢献するのか、そうい
う自分たちが暮らす地域に焦点を当てていろん
な角度から取材をして、そういうのはなかなか
インターネットで見ることが出来ないです。グ
ローバルな視点も大事だけど、自分たちが生き

るローカルな視点というのも凄く大事で、その
両方あってこそバランスの取れた人間になるだ
ろうし、これから皆さんが社会に出て、年を重
ねていくにつれてその大切さというのが分かっ
てくると思います。私が学生時代に、最寄りの
駅にこんな看板がありました。『コンパ１回、
○○新聞』という。コンパ１回分我慢すれば、
新聞１か月取れますよ、といったことで、うま
いこというなと思ったんですけど、ぜひ新聞読
んでもらえたらと思います。
阿部：

最後に、私個人的にも今回こういったシンポ
ジウムを催したことは意義の深いものだったと
思います。というのは、やはりマスコミと大学
がコラボした。ということがポイントであっ
て、こういうのは前例がないと思います。ここ
に出てきている学生さんは、私の「マスコミ論」
をとっている学生が実はほとんどです。マスコ
ミや新聞報道は、非常に社会に影響力がありま
す。ですから、こういう風なシンポジウムを一
緒にやっていただき、なおかつ私みたいにヨー
ロッパの取材旅行についていくようなことを
やったりしましてコラボをやったわけですが。
これがやはり非常に、マスコミの影響力、こう
いった再生可能エネルギー普及に向けて大きな
推進力になっている、というのを肌でひしひし
と感じた次第です。ですから、やはりマスコミ
論の学生さんに対しても大分合同新聞の皆様に
もぜひお願いしたいんですが、そういった影響
力、影響力うんぬんよりは再生可能エネルギー
普及にしても、社会正義実現のためにも、これ
からも大学とコラボして頑張って一緒にやって
いただければ非常にありがたいと思います。本
日はどうも、ありがとうございました。それで
は司会者に、マイクを戻します。
司会者：

ありがとうございました。これで、すべての
プログラムを終了します。
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